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「市町村森林⾏政の業務実態に関するアンケート」
結果_概要版

配布・回答状況

実施期間： 2020年11〜12⽉
送付数： 1,612

※2015年世界農林業センサスにおいて⺠有の森林計画⾯積が1ha以上ある市町村
（全国1,741市町村の93%）

回収数： 856

回収率： 53%
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市町村森林⾏政プロジェクト(LG‐Forest)チーム

担当：⽯崎涼⼦、⿅⼜秀聡、笹⽥敬太郎
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森林・林業⾏政担当部署で管轄している業務 (N=843)
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以下の業務を管轄している団体の割合



専従職員数

兼務職員数

団体あたりの実⼈員（兼務職員は従事割合でカウント）

森林・林業⾏政の担当職員数（令和2年11⽉現在）(N=843)
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平均（⼈）

森林・林業⾏政担当職員（計） 2.1 

専従職員数 1.4

兼務職員（実⼈員） 0.7
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森林・林業担当として採⽤された職員

森林・林業関係の専⾨教育を受けた経歴がある職員

５年以上（通算）の林務担当経験がある職員

出向者

森林⾏政に関する専⾨性のある職員がいる団体の割合

専従・兼務別の職員数（兼務でも１とカウント）



貴市町村の森林⾏政をサポートするために設置されている組織はありますか︖(N=841)

ある

ない

設置を検討中

課税台帳とのデータ連携の有無(N=804)

あり

検討中
データ閲覧
のみ可能

データ利⽤なし

森林における地籍調査の進歩率(N=661)

うち100%
0%

~10%
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90%より⼤

Forestry and Forest Products Research Institute 「市町村森林⾏政の業務実態に関するアンケート調査」結果_概要版 LG-Forest



情報、測定機器等の利⽤の有無
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GIS(フリーソフト）

GIS（県提供）

GIS(独⾃購⼊)

種類別にみたGISの利⽤の割合(N=854)
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航空レーザ

微地形図

伐採届申請箇所

施業履歴

森林経営計画

保安林

林道・作業道

地籍情報

オルソフォト

森林計画図

デジタルデータ利⽤の有無（GIS利⽤団体に占める割合）(N=696)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林・林業⾏政を担う⼈⼿（数）が⾜りない
他部署へ異動せず⻑期間担当する職員が必要だ

崩壊危険地域（地質など）の判別ができない
樹⽊をみても樹種が分からない（更新基準にある広葉樹）

都道府県職員による⽀援がもっと欲しい
現場（森林）まで⾏く時間がない

GISがあっても⾃分では解析できず使いこなせていない
樹⽊をみても樹種が分からない（スギ、ヒノキ等造林樹種）

以下の課題について、現在どれくらい強く感じているか

⾮常に感じる やや感じる あまり感じない 全く感じない

以下の課題について、現在どれくらい強く感じていますか︖ 業務で意識する機会はありますか︖
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他部署へ異動せず⻑期間担当する職員が必要だ
都道府県職員による⽀援がもっと欲しい

以下の課題について、「業務で意識する機会がない」とする団体数

（件）
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都道府県（⽀所等）

森林組合

ネット検索

業界雑誌等の閲覧

林業家、林研グループ

ほぼ毎⽇ 週1回以上 ⽉1回以上 ⽉1回未満 なし

森林林業⾏政の⼀環として、森林へ⾏く機会／時間はどのくらいありますか︖（頻度が最も⾼い職員の例）(N=778)

勤務時間の半分以上
ほぼ毎⽇

週1回以上

⽉1回以上

半年に1回以上

半年に1回未満
なし

業務に関して知りたいことがあった場合、どのような情報源をどの程度活⽤されていますか︖
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今後、林政アドバイザーを活⽤したいと思いますか︖
(N=830)

既に活⽤中

ぜひ活⽤
したい

関⼼あり

別の形で雇
⽤したい

関⼼はない

複数市町村で森林関連業務を共同で実施したいと思いますか?
(N=824)

既に実施中 ぜひ実施したい

関⼼あり
関⼼はない
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